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会    議    録 
会議の名称 第３回東和地域開校準備委員会 

開催日時 

 

 

令和５年３月２日（木） 

午後７時 00分 開会 

午後７時 50分 閉会 

開催場所 東和総合支所 ３階大会議室 

委員出席者 

今 村 英 和  委員 米谷小学校ＰＴＡ会員 

阿 﨑 文 寿  委員 錦織小学校ＰＴＡ会長 

芳 賀 和 博  委員 米川小学校ＰＴＡ会長 

名嘉原  雅   委員 東和中学校ＰＴＡ会長 

舟 嶋 茂 昭  委員 米谷小学校学校運営協議会長 

鈴 木 和 美  委員長 錦織小学校学校運営協議会長 

畠 山 光 雄  委員 米川小学校学校運営協議会委員 

熊 谷 久 夫  副委員長 東和中学校学校運営協議会長 

秋 葉 茂 雄  委員 米谷地域づくり推進協議会長 

猪 股 勇 亀  委員 錦織地域振興会長 

佐 藤 裕 孝  委員 米川地域振興会長 

及 川 洋 之  委員 米谷こども園保護者会会員 

末 永  洋   委員 錦織保育園父母の会会長 

栗 田  晃   委員 米谷小学校長 

後 藤 あ い  委員 錦織小学校長 

鈴 木  淳   委員 米川小学校長 

佐々木 貴 子  委員 東和中学校長 

事務局出席者 

白 岩 登世司 学校再編推進室長 

千 葉 道 宏 学校再編推進室長補佐兼学校再編推進係長 

西 條 文 武 学校再編推進室主査 

佐 藤 春 香 学校再編推進室主事 

欠席者 菅 原 梨 沙  委員 米川聖マリア保育園父母の会会長 

傍聴者 ０人 

議事 

(1) 統合小学校の学校づくりに関する意見の募集結果について 

(2) 統合小学校の校名（案）の募集結果について 

(3) その他 
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委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

開会 午後７時 00分 

 

第３回東和地域開校準備委員会を開会する。 

議事に入る。議長は、委員長にお願いする。 

 

 本日の会議録については、委員長及び副委員長が署名し、公開すること

とする。 

 議事１の「統合小学校の学校づくりに関する意見の募集結果について」、

事務局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明。） 

 

 応募された意見については、専門部会で統合小学校の教育目標・教育計

画等を検討する際の参考資料として活用する。 
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 次に、議事２の「統合小学校の校名（案）の募集結果について」、事務

局に説明を求める。 

 

（資料に基づき説明。） 

 

 東和小学校は全国に何校あるのか。 

 

 全国で２校あり、岩手県花巻市と福島県二本松市に１校ずつある。 

 

 「東和」という校名（案）で問題ないが、東和小学校と東和中学校とな

ると間違えることもあるかと思うので、小学校は「東和」をひらがなで表

記してもよいのではないか。 

 

 応募された校名（案）の中にひらがな表記の「とうわ」はあったか。 

 

 ひらがな表記の「とうわ」については、応募者は１人であった。 

 

 まず、校名（案）の決定方法についてお諮りいただき、各団体での意見

集約後に次回の会議で決定するか、または、本日の会議で決定するかを確

認いただきたい。 

 

 校名（案）の決定方法について確認したい。津山地域では、各団体での

意見集約後、次回の会議で協議し決定するという方法であったが、それ以

外に、今回の会議で募集結果に基づいて最多となった案に決定するか、ど

ちらの方法がよいか意見をお願いする。 

 

 東和地域では、「東和」が 64.3パーセントとなったが、津山地域での校

名（案）の募集結果について、応募された案の割合は分かるか。 

 

 津山地域でも地域内で校名（案）を募集し、児童生徒で 191人、一般で

40人、合計で 231人からの応募があった。 

校名として決定した漢字表記の「津山」は 121人で、全体の 53.3パー

セントであり、次点のひらがな表記の「つやま」は９人で４パーセントで

あった。最終的には、開校準備委員会において、表記を漢字とするか、ま

たはひらがなとするかについて、出席委員全員で採決をし、全会一致で校

名（案）を漢字表記の「津山」に決定した。 

 

 津山地域の状況を聞き、今回の募集結果を各団体に持ち帰えらず、この

会議で校名（案）を決定してよいのではないか。 

 

 条例改正という次の段階もあるので、この会で校名（案）として決定し、

提案することでいかがか。 

 

 開校準備委員会では、校名（案）を決定いただく。正式な決定は学校設

置条例の改正となり、最終的には議会の議決をもって決定となる。議決を

いただくまでは、校名（案）に「（仮称）」をつけることになる。 
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 東和地域の統合小学校の開校予定は令和７年のため、令和６年９月の議

会で条例改正の議決をいただく予定である。本年４月に開校する津山小学

校の場合、昨年９月の議会で条例改正の議決をいただき、開校準備委員会

で決定した校名（案）が正式な校名となった。 

 

 今回の会議で校名（案）が決定した場合、地域住民にどのような方法で

周知するのか。 

 

 会議録の公開のほか、東和地域の全世帯及び保護者に学校再編だよりを

配布し、周知する。 

 

 意見をいただいたが、募集の結果で応募が最も多かった「東和」を校名

（案）に決定してよいか採決をしたい。まずは、この会議で校名（案）を

決定してよろしいか。 

 

（よいとの声あり。） 

 

 募集結果に基づき、校名（案）を漢字表記の「東和」とすることに賛成

の方は、挙手をお願いする。 

 

（出席委員の全員が挙手。） 

 

 出席委員全員が挙手したため、東和地域統合小学校の校名（案）は「東

和小学校」に決定する。事務局から何かあるか。 

 

 校名（案）について、この会議で決定するということで、出席委員によ

る採決の結果、全会一致で漢字表記の「東和小学校」に決定いただいた。

正式名称は「登米市立東和小学校」となり、今後、手続きを進める。校名

（案）の決定理由については、校名（案）の募集結果を踏まえ、応募が最

も多かった案を開校準備委員会で選定したということで報告させていた

だく。 

 

 統合小学校を東和中学校に併設することになったが、入口の坂が１本し

かない。スクールバスや教職員の車の通行、中学生が自転車を引いて上る

ところに小学生も加わるとなると、かなりの混雑が予想される。今の道路

幅は車のすれ違いがやっとの状態で、交通事故が懸念される。天気が悪い

日は、中学生の送迎で坂の下の道路に車が 30台以上並んでおり、付近を

通過する一般車両にとって危険な状態が散見される。 

一つの案だが、改修計画で校庭の西側に駐車場を新設する予定があるこ

とから、西側の崖の下を使って、中学校の上り口までもう１本道路をつく

り、車を一方通行として、送迎も上の駐車場でできるようになると、交通

上の問題が解決できると思う。費用のかかることだが、子どもたちの通学

の安全を守る上で必要なので提案する。 

 

 今話があったとおり、道路が渋滞しており、小学校が加わることによっ

てさらに混雑する可能性がある。保護者や学校関係者にとって、なかなか

解決できない課題である。 
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坂の下の駐車場と東屋は、米谷８区で管理していると聞いた。坂の下の

駐車場を拡張できないかという保護者からの意見が多数あり、農地のため

申請等で時間がかかると思うが、区長と土地の所有者に相談して拡張でき

ないかということを提案する。 

 

 今回だけでなく、説明会等でも意見をいただいた。来年度からは、東和

中学校に統合小学校を併設するための工事を実施する。坂も工事できれば

よいが、がけ地に該当する可能性があり、相当な費用が見込まれると考え

ている。坂の下の駐車場についても、相手方のこともあり、開校に向けて

準備できればよいが、まずは運用面でクリアできる部分は対応しつつ、引

き続き検討させていただきたい。 

 

 考慮していただけるということか。 

 

 予算の関係もあり、すぐには難しいが、要望をいただいていることから、

引き続き検討させていただきたい。 

 

 一番は子どもたちにとっての安全性であり、安全が確保できないのであ

れば、道路を拡張するまで開校を延期するという考え方も持っておかなけ

ればならない。運用の中でできるかはシミュレーションなどを見ていない

ため分からないが、本当に大丈夫なのか。 

 

 再編準備委員会の頃から意見はいただいていた。学校施設の改修から進

めており、道路についても引き続き検討する。 

 

 通学危険区域や危険箇所を解消するための文部科学省の補助金がある

のではないか。そのような情報を会議に持ってきてほしい。３校が統合す

ることは分かったが、安全が一番優先される。 

 

 安全が一番だと考えている。施設改修の補助金はあるが、通学路の補助

金については、関連部署に確認する。 

 

 新年度に専門部会が設置され、通学についても検討していくことになる

と思う。スクールバスについては、学校再編実施計画の中で、「統合校に

おいては、原則として通学の距離又は時間などが一定以上になる児童を対

象にスクールバス等による通学支援を行います。」ということで合意がな

されている。 

バスルートや停留所を検討していく際に、一定以上の時間や距離の検討

は専門部会に一任いただくものなのか、あるいは、すべての児童をスクー

ルバスで登校させるということも含めて、専門部会で検討できることなの

か。 

道路を拡張できればよいが、スクールバスですべての子どもを登下校さ

せることができれば、ある程度の安全確保ができるのではないか。 

 

まだ具体的に確定したものはないが、今回、３校が１校になることから、

改めてバスの基準を教育委員会から提示しなければならないと考えてい

る。現在の小学校の状況はそれぞれ異なっているため、一つの目安を設け、
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専門部会で停留所や範囲について意見をいただき、地域の状況を聞きなが

ら進めていきたい。スクールバスの担当部署で基準等を検討しているとこ

ろであり、専門部会等で提示できるように進めていきたい。 

 

 これから専門部会等で協議するにあたって、今の環境では安全とは言え

ない部分がある。保護者からも声が上がっているので、検討をお願いした

い。 

 

 小学校の統合が終われば、すぐに中学校の統合に取りかかると思うが、

そこまで我慢すれば解消されるという考えは抜きにして、安全第一で考え

てほしい。統合することでマイナスになっては意味がない。事務局から議

会にしっかり伝えてほしい。もし足らなければ、この会で陳情や要望を出

すことも考えていかなくてはならない。 

 

 努力して進めるが、開校準備委員会の委員の皆様のお力を借りながら進

めていきたい。 

 

 協議のほかに様々な意見をいただいた。課題として捉え、検討等を進め

させていただきたい。本日の案件については以上となるが、その他事項に

ついて、事務局から連絡させていただく。次回の会議開催は５月 10日頃

を想定しており、年度をまたぐことになるため、委員の交代等があれば事

務局にご連絡をいただきたい。新委員への引継ぎについても、併せてお願

いする。 

来年度以降の予定としては、校章、校歌の検討に入っていく。進め方に

ついては、募集の方法等を議事とし、協議いただきたい。また、各学校に

お願いする部分となるが、教育課程等を検討するため、専門部会を設置し

たいと考えており、併せて承知いただきたい。 

 

 ５月の会議では何を話し合うのか。 

 

校章や校歌の募集等について協議いただく。 

 

 開校準備委員会で決定し、作詞や作曲を依頼される人は大変ではない

か。時期尚早な感じがする。 

 

 いずれ方向性は決めなければならない。 

 

 津山地域の事例では、校章については、児童生徒や一般から募集した案

の中から決定した。校歌については、５月や６月にすぐに決定するのは難

しいと思う。市公式ホームページで津山小学校の校歌を公開しているが、

開校準備委員会の委員の関係者から案が出てきて、結果、小学校の卒業生

が作詞・作曲し、校歌を制作した。協議の中で、校歌を制作できる方の情

報が出てくる可能性もある。５月の会議については、まず校章の検討から

進めたい。 

 

 次回の会議は、新年度になってからの開催となる。開催日程については、

事務局で委員長、副委員長と調整後、各委員に通知することとする。 
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事務局 

これはお願いになるが、ＰＴＡでは特にだが、委員が交代した場合、必

ず資料の引継ぎをお願いしたい。内容についても説明いただくと、会議に

出席する新委員も疑問が少なくなると思う。 

 

 以上で、第３回東和地域開校準備委員会を閉会する。 

 

閉会 午後７時 50分 

 


